
教師用
たてわり活動ハンドブック

高学年児童一人一人が活躍する

高学年児童の自己有用感を育む
児童主体の異年齢交流活動の工夫

友達や先生、下級生、家族など、たくさんの人
から、自分の頑張ったことを「ほめられた・認め
られた・励まされた」という体験によって、子ど
もたちの「自己有用感」が育まれます。

異年齢交流活動（たてわり活動）において、高
学年児童が、下級生のために行動し、リーダーや
フォロワーとなって全員が活躍できる場面を設定
しましょう。人と関わる楽しさや喜び、人の役に
立てた、という気持ちを体験を通して感じられる
ようにしましょう。
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高学年児童一人一人が活躍する異年齢交流活動にするために…

年下の子と一緒に遊ん
だことがないから、どう
したらいいのかな。

放課後は、習い事が
あるから、友達とは全
然遊んでいません。

小さい子って、静かに
話を聞いてくれないんだ
もん！困っちゃう。

ことが多く

放課後の小学生の遊びに目を向けてください。
近所の友達と異年齢集団で遊ぶ姿が見られますか。
同学年の友達と、ゲームや通信などで遊ぶこと

が多くありませんか。また、習い事やスポーツを
していて、放課後に友達と遊ぶ経験が少ないとい
う子どもたちもいると思います。

はじめに

子どもたちにとって、学校は、
人との関わり方を学ぶ場です。
そこで、異年齢交流活動（たて
わり活動）のねらいや支援の
ポイントを、このハンドブック
にまとめました。

～異年齢交流活動において、大切なことは…～

高学年児童の自己有用感を育みましょう！

他者（下級生・同級生・教師・保護者）からの
「ほめる・認める・励ます」メッセージで育みます

自己有用感を育むには「仲間や下級生のために行動する」場を設定し、

活動の振り返りでは、児童の「頑張ったこと」を認めましょう。

リーダーシップ

輪番制による
リーダー体験

達成感や
自信

仲間との絆づくり

共同的な活動

人と関わる
楽しさや喜び

上級生の役割

下級生のために
行動する

思いやり 児童主体の活動
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１．児童主体の活動が‘仲間との絆づくり’につながります

２．‘輪番制’によるリーダー体験が、子どもたちの協力
と自信につながります

４．教師の共通理解が、児童主体の活動を成功させる鍵です

３．他者からの「ほめる・認める・励ます」メッセージが、
子どもたちのやる気を引き出します

子どもたちが活動内容を考えたり、創意工夫が生かせたりするような場をつくること

で、異年齢交流活動に主体的に取り組めるようにしましょう。
月１回程度の無理のない活動計画を立て、一人一人が役割を持ち、仲間

と協力して活動するという共同的な活動が、子ども同士の絆づくりにつな
がります。教師の「居場所づくり」と児童の「絆づくり」が大切です。

人前で話すことが苦手、自分に自信がない、恥ずかしいと感じる子どもたちもいます。

しかし、仲間に協力してもらいながらリーダー体験をすることも大切です。
高学年児童全員が、リーダーやフォロワー（リーダーをサポートする）という両方の

役割を体験することで、リーダーの責任や大変さが分かり、フォロワーの役割について
も学ぶことができます。また、任された役割を成し遂げることで、達成感を感じ、自信
を持つことができます。

活動ごとに、個人の活動記録カードを作成しましょう。子どもたち一人一人が役割を

持ち、めあてを考え活動し、振り返りをします。振り返りでは、めあてに対して活動で
きたか、感想を書きましょう。ポートフォリオにすると、自己の成長記録にもなります。
子どもが頑張ったことに対して、他者（下級生・班の仲間・担当教員・保護者）は、

肯定的なメッセージをカードに書きましょう。ほめられた、認められたという気持ちが、
子どもたちの自信や次回の活動の意欲につながり、自己有用感を育みます。

班やグループごとの活動になるときは、活動の流れが同じになるように、班編制の

仕方や活動のねらい、活動時間などの枠組みを決めましょう。
教師は、児童の主体的な活動を見守ります。しかし、個別に配慮が

必要な児童がいたり、危険が予想されたりする場合は、事前に教職員の
打合せを行い、適切な支援や指導について確認しましょう。

異年齢交流活動で自己有用感を育む７つの手立て

児童主体のたてわり活動リーフレット

3
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異年齢交流活動で自己有用感を育む７つの手立て

児童主体のたてわり活動リーフレット

4
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６．下級生のことを考えて活動することが、思いやりの心を
育みます

７．学校行事や児童集会、地域に役立つ活動でも実践できます

５．準備や振り返りの時間を確保して、無理なく実施しましょう

活動の中で高学年児童は、下級生に対して、話し方や接し方を相手に合わせる大切さ

に気付きます。例えば、遊びのルールを説明したり、わかりやすく伝えたりするときに、相手
のことを考えて行動することになります。
高学年と下級生がペアになり、自分が関わる下級生を決めて活動すると、

相手への関わり方を意識しながら、よりよい人間関係を築けようになる

でしょう。優しくしてもらった下級生は、上級生に憧れを感じます。

活動を成功させるためには、リーダー役の児童が、不安を抱えずに取り組めるように

します。一人で抱え込まずに、仲間と相談しながら活動内容を考え、下級生に伝わる説
明の仕方や、遊びのリハーサルをするなどの準備が十分にできると良いでしょう。
活動中においても、最後に振り返りの時間を確保しましょう。高学年児童が、下級生

の感想を聞き、次回の活動に生かします。総合的な学習の時間や特別活動の時間を利用
して、事前学習（準備）や事後学習（振り返り）をしましょう。

年間計画を見通して、運動会や委員会などの児童集会、ボランティア清掃、遠足、給食、

お年寄りとの交流活動、異校種交流などでも異年齢交流活動の実施ができます。
内容によっては全学年ではなく、低学年のみ、1年生と６年生で実施するなど、学校の

実態に応じて、楽しく活動できる異年齢交流活動の工夫をしましょう。
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第1章

児童が中心となって考える

「異年齢交流活動」

児童会が活動のめめてを
学年の児童に伝える場面

「たてわりコーナー」
児童会が作成する活動記録
（左）と６年生が班ごとに作
成するたてわりカード（上）
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第1章 児童が中心となって考える「異年齢交流活動」
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第1章 児童が中心となって考える「異年齢交流活動」

「活動計画・振り返りカード」と「たてわりコーナー」の作成

活動計画・振り返りカード（個人・たてわりコーナー掲示用）１

✩児童の頑張りを
認める、たてわり
ENJOYカード

担当教員からの肯
定的なメッセージ
（ENJOYカード）

たてわり活動

高学年児童の
自己有用感を育む

肯定的な
他者評価

活動計画・振り返りカードは、教師と児童会本部が委員会活動で作成します。カードは、
活動内容に合わせて作ります。教師は見本となる枠組みと児童に記入させたい内容を考えま
す。他者評価は肯定的なメッセージを記入し、カードはポートフォリオにします。

「たてわりコーナー」は、児童会本部が中心となって委員会活動で作成し
ます。役割を分担して、活動ごとに‘児童の活動内容を伝える掲示物’も作
成します。
コーナーの設置場所は、情報発信の場とするため、全校児童の見やすい廊

下や、来校者に活動内容を伝えられる場所がよいでしょう。班ごとに６年生
が作成するENJOYカードや、児童会が作成する活動記録を掲示します。

ENJOYカードの掲示

活動記録の掲示

活動計画・活動内容を伝える「たてわりコーナー」２

7

Good Jobカード
（個人の活動記録）

集合場所・お世話
する下級生の名前

自分の掃除分担
（役割）

班の同級生からの
メッセージ

活動の振り返り
（感想や課題）

下級生＆保護者か
らのメッセージ

ENJOYカード
（コーナー掲示用）

班長・副班長の名前

集合場所
６年係分担（役割）

遊びの内容を書く

清掃場所・清掃分担

リーダーの振り返り＆
担当教員からのメッセージ

６年生が作成

ほめる・認める・励ます
メッセージを記入するほめる・認める・励ます

メッセージを記入する

輪番制でのリーダー体験

めあて：下級生のために行動する
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第1章 児童が中心となって考える「異年齢交流活動」
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第1章 児童が中心となって考える「異年齢交流活動」
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第２章

児童主体の異年齢交流活動

の進め方

教師も一緒に、たてわり
遊びに参加します！

‘輪番制’による、リー
ダー＆フォロワー体験

10

教師は、高学年児童の
活動を見守ります！
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第２章 児童主体の異年齢交流活動の進め方
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第２章 児童主体の異年齢交流活動の進め方
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第２章 児童主体の異年齢交流活動の進め方

13
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第２章 児童主体の異年齢交流活動の進め方
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第２章 児童主体の異年齢交流活動の進め方

15
- 資料16 -



第２章 児童主体の異年齢交流活動の進め方
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第２章 児童主体の異年齢交流活動の進め方
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第２章 児童主体の異年齢交流活動の進め方
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第２章 児童主体の異年齢交流活動の進め方

19

たてわりコーナー掲示用
（ENJOYカード）

個人の活動記録（Good Jobカード）参考資料

他者からのメッセージは‘受容と共感’で、
児童が頑張ったことやできたことについて認
める書き方をしましょう。
‘自分が認められた’という気持ちが、自己
有用感と次の活動への意欲につながります。

コ ラ ム

肯
定
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

肯定的なメッセージ

肯
定
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

めあてと下級生からのメッセージか
ら活動を振り返る
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たてわり活動の様子

20

第２章 児童主体の異年齢交流活動の進め方

児童会本部の話合い（企画・
運営・学年のめあて決め）

6年生の班ごとの話合い
（たてわり遊びを決める）

活動の振り返り（Good 
Jobカードに下級生からの
メッセージを記入する）

たてわり遊び（室内） たてわり遊び（校庭）
※2班合同で実施してもよい

たてわり清掃（班ごとに分
担場所を掃除する）

交
互
に

計
画
す
る例）震源地ゲーム 例）サバイバルドッジボール
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第２章 児童主体の異年齢交流活動の進め方

異年齢交流活動チェックリスト ～よりより活動に向けて～
□異年齢交流活動のねらいについて、全教職員の共通理解が図られていますか。

□輪番制によるリーダー体験や、一人一人が活躍する場を設定していますか。

□活動の準備や振り返りの時間を十分取っていますか。

□同学年や下級生との協力や思いやりの心を育む活動になっていますか。

□他者からの「ほめる・認める・励ます」メッセージを受け取る工夫をしていますか。

□児童の活躍を保護者や地域に発信していますか。

児童主体の異年齢交流活動で育まれる力は？
たてわり遊び、たてわり清掃、学校行事など、年間を通して計画的に、継続的に実施した異年齢交流

活動では、高学年児童は「輪番制によるリーダー体験」や「下級生のために行動すること」を通して、
リーダーシップや思いやり、人と関わる楽しさや喜び、自信や意欲などを育むことができます。
６年生全員がリーダーを体験し、５年生にも下級生のために行動するという役割を任せて、異年齢の

児童と関わり合う「楽しさや喜びを感じられる活動」を工夫することや「他者からの肯定的な評価」に
よって自己有用感を育むことが大切です。

21

運動会での異年齢交流活動
（応援合戦の練習場面：６年生
が考え、下級生に教える様子）

教師はなるべく児童の活動を見守ります。そのためには、児童主体の異年齢交流活
動になるように、事前・事後学習での高学年児童の準備や、個人のめあてに対する振
り返りに、十分な時間を確保しましょう。

話合い活動の充実
めあてと振り返り

下級生と協力する
「たてわり清掃」

下級生との活動
「たてわり遊び」

活動中の振り返り
次回の活動への意欲

事前・事後学習 活動 振り返り

23 27
35 32

49

23

64

47

0

20

40

60

80

５月
11月

高学年児童148名のアンケート調査結果

「どういうときに、下級生の役に立っていると思いますか」
選択肢（複数回答可）

下級生のために
行動したとき

「また遊ぼう」
と言われたとき

「楽しかった」
と言われたとき

「ありがとう」
と言われたとき

（人）
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主な参考文献
・文部科学省 国立教育政策研究所 教育課程研究センター
「特別活動 指導資料 楽しく豊かな学級・学校生活をつくる特別活動 小学校編」（2015）
・文部科学省 国立教育政策研究所 生徒指導リーフ「自尊感情」？それとも、「自己有用感」？
Ｌｅａｆ．１８ 生徒指導・進路指導研究センター （2015）

・文部科学省 国立教育政策研究所 子どもの社会性が育つ「異年齢の交流活動」
―活動実施の考え方から教師用活動案まで― 国立教育政策研究所生徒指導研究センター（2011）

・滝 充 編著 『ピア・サポートではじめる学校づくり「予防教育的な生徒指導プログラム」の
導入と実践』 金子書房（2002）

あとがき

～高学年児童の「自己有用感を育む」学校づくり
児童主体の異年齢交流活動（たてわり活動）を通して～

高学年児童一人一人が役割を持ち、仲間や下級生と関わり、他者から
認められることで「人の役に立っている」「役割を成し遂げた」という
思いを感じることが、自己有用感を育むことにつながります。
まずは、児童主体の活動にするために、教師の共通理解を図ります。

教師は、異年齢交流活動のねらいや活動の流れ、児童への言葉掛けや支
援の仕方について共通理解し、教師主導の活動にならないように、児童
主体の活動にすることが大切です。
そこで「教師用たてわり活動ハンドブック」を作成しました。このハ

ンドブックは‘自己有用感を育むには…’‘児童主体の異年齢交流にす
るには…’という教師の課題における共通理解を図る手段となり、児童
主体の多様な活動を導くものです。
また「輪番制によるリーダー体験」や「下級生のために行動する」と

いう高学年児童一人一人が活躍する場を設定することで、子どもたちは
上級生としてリーダーシップを発揮し、協力による‘絆づくり’や思い
やりの心、自分たちの課題を自分たちで解決する力が育ちます。
異年齢交流活動の取り組み方は、それぞれの学校の規模や児童の実態

が違うため、様々な活動が考えられます。そのため、学校の課題や児童
の実態から、ねらいを考え、活動内容を工夫します。そこで、このハン
ドブックの参考にできる部分を活用していただけると良いと思います。
最後に、高学年児童の自己有用感を育む異年齢交流活動によって、

高学年児童が育ち、よいモデルとなって下級生も育つような
学校づくりにつながることを期待したいです。
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自己有用感を育む異年齢交流活動の充実
が、いじめの未然防止につながります！
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一人一人が活躍する たてわり活動にするために・・・

ぼくに、リーダーが
できるかなあ。みんな、
助けてね。

下級生との関わりでは、
思いやりが大切です！

おしゃべりしないで、
話を聞いて！説明して
いるのに･･･。

高学年のみなさん、下級生をリード
して、みんなが楽しめるたてわり活動
にしましょう！
下級生に喜んでもらえる、楽しいと

言ってもらえる活動ができるといいで
すね！

下級生への話し方・接し方のポイ
ントは、何でしょう。
困ったときには、このハンドブッ

クを読んで、参考にしてください。
仲間と協力して、上級生のリーダー
シップを発揮しましょう！

はじめに

～上級生として、大切なことは・・・～

１．自分の役割を考えて、行動しよう
２．班のメンバーと協力しよう！助け合おう！
３．下級生のために、できることを考えよう
４．たよりになる、かっこいい上級生になろう

下級生の「あこがれ」の
存在になろう！
上級生が、お手本です！

イライラ
不安
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たてわり活動ハンドブック もくじ

１．５年生の役割は？ ・・・・・・・・・・・・・３

２．６年生の役割と心構え ・・・・・・・・・・・４

３．６年生の係の仕事 ・・・・・・・・・・・・・５

４．班のメンバーと話し合うときのポイント ・・・６

５．いろいろな遊びを考えよう ・・・・・・・・・７

６．下級生への話し方のポイント ・・・・・・・・８

７．下級生への接し方のポイント ・・・・・・・・９

８．こんな時、どうする？

①下級生が遊びの内容が分からないとき・・・・・10

②つまらなそうにしている・・・・・・・・・・・11

③けんかが始まったとき・・・・・・・・・・・・13

④おしゃべりしていて、話を聞いてくれないとき・14

⑤「ありがとう」「楽しかった」と言われたとき・15

参考資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16

たてわり活動で、大切なこと
は何だろう？

２
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活動のポイント

手をつなぐと安心するね！

リーダーをサポート・協力しよう！

活動の振り返りをしよう！

下級生の名前を覚えよう！

班のみんなで楽しく遊ぼう！

たてわり清掃は下級生と協力しよう！

16
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